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2023．11．2 

 

 

 

 勇舞中学校保護者のみなさまには、日ごろから本校の教育活動にご理解とご協力をいただいておりますこと

に、心から感謝申し上げます。 

 さて、本年 4月に 3年生において実施いたしました全国学力・学習状況調査の本校の結果がまとまりましたの

で、その概要をお知らせいたします。本校ではこの調査結果を踏まえ、生徒の学力向上に向けた改善プランを作

成し、学校の教育計画や日常の授業の改善に努めて参ります。ご家庭においても家庭学習の一層の充実や生活リ

ズムの安定に向け、ご指導をいただきますようお願いいたします。 

 

国語    

 

①領域別の結果 

言葉の特徴や使い方に関する事項 この領域の問題は 2問で、正答率は全国と比較して「相当低い」という結

果でした。「文脈に即して漢字を正しく書くことができること」に課題が見られました。 

 情報の扱い方に関する事項 この領域の問題は 2 問で、正答率は全国と比較して「同様」という結果でした。

「意見と根拠など情報と情報との関係について理解していること」に課題が見られました。 

 我が国の言語文化に関する事項 この領域の問題は 3 問で、正答率は全国と比較して「ほぼ同様（下位）」と

いう結果でした。「歴史的仮名遣いに直して読むことができること」に課題が見られました。 

話すこと・聞くこと この領域の問題は 3問で、正答率は全国と比較して「やや低い」という結果でした。「話

の内容を捉え、知りたい情報に合わせて効果的に質問することができること」、「目的や場面に応じて質問する

内容を検討することができること」に課題が見られました。 

 書くこと この領域の問題は 2問で、正答率は全国と比較して「やや高い」いう結果でした。どの問題におい

ても全国の正答率を上回りました。 

 読むこと この領域の問題は 4問で、正答率は全国と比較して「ほぼ同様（上位）」という結果でした。「文章

の中心的な部分と付加的な部分について叙述を基に捉え、要旨を把握することができること」に課題が見られ

ました。 

全国の正答率を１００％として比較しています

全国の平均正答率と比較して「ほぼ同様（下位）」の結果でした。 
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②正答数の分布 

   全国とほぼ同様ですが、正答率が 2割から 2割 5分程度の生徒の割合がやや高くなっています。 

 

③全国比で、特に正解率の高かった問題 
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④全国比で、特に正解率の低かった問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

数学    

①領域別の結果 

数と式 この領域の問題は 5 問で、正答率は全国と比較して「やや低い」という結果でした。「結論が成り立つ

ための前提を、問題解決の過程や結果を振り返って考え、成り立つ事柄を見いだし、説明することができること」

に課題が見られました。 

全国の平均正答率と比較して「やや低い」の結果でした。 
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全国の正答率を１００％として比較しています

＜国語 全国比で、特に正解率の高かった問題＞ 

４ 三  正答例：・「よろづのこと」を「笠、竿、笊、籠、筆、箱、筒、箸。」というように具体的に書いて、 

翁が竹でどのようなものを作っていたのかが分かるようにしている。 

・「手なれた仕事だ。」と付け加えることで、竹を割る翁の様子を読者が想像できるように 

している。 

●文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができるかどうかをみる 

正 答 率  本校 55.6％  全国 50.0％ 

無解答率   本校 20.2％  全国 20.7％ 

＜国語 全国比で、特に正解率の低かった問題＞ 

３ 二  正答：「推（し）」 

●文脈に即して漢字を正しく書くことができる 

 かどうかをみる 

正 答 率  本校 31.7％  全国 43.9％ 

無解答率   本校  9.5％  全国 10.7％ 
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図形 この領域の問題は 3問で、正答率は全国と比較して「やや高い」という結果でした。どの問題においても

全国の正答率を上回りました。 

関数 この領域の問題は 4問で、正答率は全国と比較して「ほぼ同様（下位）」という結果でした。「反比例の意

味を理解していること」に課題が見られました。 

データの活用 この領域の問題は 3 問で、正答率は全国と比較して「相当低い」という結果でした。「累積度数

の意味を理解していること」に課題が見られました。 

 

②正答数の分布 

全国にくらべ、正答率が 1割程度、また、5割程度の生徒の割合が高くなっています。 

 

③全国比で、特に正解率の高かった問題 
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の割合を表しています。 
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④全国比で、特に正解率の低かった問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語    

①領域別の結果 

聞くこと この領域の問題は 6問で、正答率は全国と比較して「ほぼ同様（下位）」という結果でした。「情報を

正確に聞き取ることができること」に課題が見られました。 

＜数学 全国比で、特に正解率の低かった問題＞ 

５  正答：９ 

 🔴累積度数の意味を理解しているかどうかをみる 

正答率  本校 28.0％  全国 46.1％ 

無解答率 本校 15.6％  全国 11.0％ 

     

全国の平均正答率と比較して「低い」の結果でした。 
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全国の正答率を１００％として比較しています

＜数学 全国比で、特に正解率の高かった問題＞ 

９ １  正答例：△ＡＢＣ≡△ＣＥＡより、合同な図形の対応する角は等しいから、∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ 

よって、錯角が等しいから、ＢＣ∥ＡＥ。 

●ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができるかどうかをみる 

正 答 率  本校 36.6％  全国 32.1％ 

無解答率   本校 23.0％  全国 24.7％ 
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読むこと この領域の問題は 6 問で、正答率は全国と比較して「やや低い」という結果でした。「社会的な話題

について、短い文章の要点を捉えることができること」、「情報を正確に読み取ることができること」に課題が見

られました。 

書くこと この領域の問題は 5 問で、正答率は全国と比較して「相当低い」という結果でした。「疑問詞を用い

た一般動詞の２人称単数過去形の疑問文を正確に書くことができること」に課題が見られました。 

話すこと この領域の問題は 5 問で、正答率は全国と比較して「相当低い」という結果でした。「日付に関する

基本的な表現を理解するとともに、その知識をやり取りの場面において活用できる技能を身につけていること」、

「疑問文の特徴を理解するとともに、その知識をやり取りの場面において活用できる技能を身につけていること」

に課題が見られました。 

 

②正答数の分布（話すことの領域は除く） 

  全国にくらべ、正答率が 3～4割程度の生徒の割合が高くなっています。 

 
 

 

③全国比で、特に正解率の高かった問題（話すことの領域は除く） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問

貴校

北海道（公立）

全国（公立）



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

④全国比で、特に正解率の低かった問題（話すことの領域は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜英語 全国比で、特に正解率の高かった問題＞ 

４  正答：２ 

 🔴社会的な話題について、短い説明の要点を捉えることができるかどうかをみる 

正答率  本校 62.4％  全国 54.8％ 

無解答率 本校  0.8％  全国  0.4％ 

     

＜英語 全国比で、特に正解率の低かっ

た問題＞ 

１ （１） 正答：２ 

 🔴情報を正確に聞き取ることができる

かどうかをみる  

正答率 本校 69.4％ 全国 79.0％ 

無解答率 本校 0.8％ 全国 0.1％ 

     

＜英語 全国比で、特に正解率の低かっ

た問題＞ 

８ （１） 正答：４ 

 🔴社会的な話題について、短い文章の

要点を捉えることができるかどうか

をみる  

正答率 本校 46.9％ 全国 56.1％ 

無解答率 本校 1.2％ 全国 0.8％ 
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勇舞中学校の取組 

勇舞中学校では、全国学力・学習状況調査や標準学力検査、生徒による授業アンケート、ハイパーQU検

査の結果をもとに、基礎・基本の確実な定着を図るべく学習指導の充実に今後とも努めていきたいと考え

ております。このため、校内および校外における研修活動に今後とも積極的に取り組む等、確かな学力の向

上に向けて、授業改善を図っていきます。 

本校は授業開始前の 3 分前学習の取組や生徒に身につけさせたい資質・能力を明確にし、ICT 機器等を

効果的に活用した「各教科の指導」およびノーチャイムによる落ち着いた生活や授業規律の徹底等の「生活

習慣・学習規律の指導」を大切にしてきました。これを基盤に適切な対応をしていきます。 

生徒アンケートの結果から平日、休日ともに家庭学習時間の不足や長時間のゲーム・スマホ等の利用実

態が明らかになっております。ご家庭においても家庭学習や生活習慣について、日頃のご指導をいただき

ますようお願いします。 


